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安

藤

会

長

を

再

選

す

る

～
安
全
登
山
や
自
然
保
護
の
推
進
～

愛
知
県
山
岳
連
盟
定
時
総
会
が

去
る
４
月
１８
日
（土
）
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
大
会
議
室
に
於
て
開
催
さ
れ

６６
名

（委
任
状
１６
名
）
が
出
席
。

関
谷
常
任
理
事
か
ら
、
規
約
の
定

め
る
２
分
の
１
以
上
の
出
席
が
満

た
さ
れ
て
お
り
、
総
会
が
成
立
し

た
こ
と
を
報
告
さ
れ
総
会
が
始
め

ら
れ
た
。

和
田
議
長
が
欠
席
の
た
め
、
北

村
理
事
長
が
議
事
進
行
に
当
り
、

ま
ず
安
藤
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

つ
づ
い
て
各
委
員
会
の
報
告
が

次
の
よ
う
に
あ

っ
た
。

ｌ
。
総
務
（事
務
局
）
＝
当
岳
連
関

係
と
上
部
団
体
会
議
の
出
席
状

況
に
つ
い
て

２
．
企
画
＝
気
象
講
習
会
、
県
民

登
山
、
親
睦
ス
キ
ー

・
雪
山

ハ

イ
ク
等
、
親
子
ふ
れ
あ
い
登
山

は
参
加
者
少
な
く
実
施
で
き
な

か
っ
た
。

３
．
遭
難
対
策
＝
御
嶽
山
の
噴
火

遭
難
が
あ

っ
て
、
県
遭
難
対
策

協
議
会
動
き
出
す
。
「遭
難
を

考
え
る
講
演
会
」
が
大
盛
況
だ

っ
た
。

４
．
指
導
＝
各
会
に
１
名
以
上
の

指
導
員
を
置
く
こ
と
を
要
望
。

５
。
高
体
連
＝
登
山
部
を
設
け
る

学
校
が
増
え
、
登
山
大
会
も
盛

況
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

も
有
望
選
手
が
出
て
き
て
い
る
。

６
。
自
然
保
護
＝
北
谷
小
屋
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
。
現
在
自
然

保
護
指
導
員
は
３０
名
。

７
．
広
報

（愛
知
岳
連
ニ
ュ
ー
ス
）

年
５
回
の
発
行
、
理
事
会
で
配

布
し
て
い
る
。

以
上
の
通
り
報
告
が
あ

っ
た
。

続
い
て
丹
羽
常
任
理
事
よ
り
、

平
成
２６
年
度
の
決
算
報
告
が
あ
り

丹
羽
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
北
谷
小
屋
大
規
模
修
繕

資
金
口
決
算
、
遭
難
対
策
資
金
口

座
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

次
に
平
成
２７
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
、　
一
部
項
目
に
不
備
な
点
が

あ
り
、
次
回
理
事
会
に
再
提
出
し

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
承
認
。

続
い
て
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ

安
藤
会
長
を
再
選
、
中
平
等
副
会

長
、
和
田
議
長
、
吉
村
、
杉
本
奪
じ
、

小
林
常
任
理
事
が
退
任
。
新
し
く

顧
間
に
中
平
等
、
常
任
理
事
に
有

富
、
鈴
木
、
渡
辺
氏
が
就
任
、
議

長
に
つ
い
て
は
次
回
常
任
理
事
会

で
選
任
し
、
理
事
会
で
承
認
を
得

る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
他
で
は
、
総
会
資
料
を
Ａ
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４
サ
イ
ズ
に
し
て
ほ
し
い
。
予
算

案
の
中
で
事
業
費

・
団
体
費
の
内

容
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
西
山

理
事
の
新
刊
本
紹
介
等
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
伊
藤
副
会
長
が
挨
拶

を
し
て
閉
会
と
な

っ
た
。

◆
平
成
２７

・
２８
年
度
役
員

顧
　
間
　
磯
村
義
宣

（碧
稜
）

梶
田
民
雄

（Ｒ
Ｃ
Ｃ
）

″
　
　
梶
田
　
明

（中
京
）

▽
常
任
理
事

（※
印
は
新
任
）

理
事
長
　
北
村
憲
彦

（春
日
井
）

鰹

辞
峨
　
鈴
木
清
彦

（愛
知
学
院
）

指
導
企̈
画
　
岩
瀬
幹
生

（蒲
郡
）

指
　
導
　
木
田
光
彦

（ア
イ
ンヽ
と

企
画
・指
導
　
高
木
　
宏

（Ｇ
Ｓ
Ａ
）

遭
難
対
策
※
有
富
保
之

（名
古
屋
）

自
然
保
護
※
鈴
木
行
薫

（や
ま
び
フじ

北
谷
小
屋
　
杉
本
二
郎

（テ
を
ア
ク
）

υ
ュ
一一耐
　
関
谷
雅
樹

（高
体
連
）

鍋
体
耐
　
岩
狭
　
満

（高
体
連
）

財
　
務
　
丹
羽
史
泰

（Ｍ
Ｍ
Ｃ
）

敲
ぽ
Ｊ

※
渡
辺
俊
幸

（高
体
連
）

幹
務
嗣
　
椙
山
み
ど
り

（岡
崎
）

紗
ュ
一一権
　
田
山
幸
生

（高
体
連
）

▽
事
務
局

椙
山
み
ど
り

（局
長
）

松
野
哲
三

（広
報

・
Ｈ
Ｐ
）

星
　
一
男

（補
佐
）

▽
愛
知
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
担
当

広
　
報
　
中
平
等
新

一

参

与

顧
問
常
任

△
ム
　
　
巨Ⅸ

副
会
長

谷
口
錫
夫

石
川
富
康

※
中
平
等
新
一

尾
上
　
昇

手
塚
　
哲

船
津
純
一
郎

市
川
　
優

湯
浅
道
男

安
藤
武
典

伊
藤
智
彦

高
橋
　
優

伊
藤
智
彦

丹
羽
二
郎

（碧
稜
）

（や
ま
び
こ
）

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

（中
京
）

（テ
ク
テ
ク
）

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

（三
菱
大
江
）

（高
体
連
）

（名
古
屋
）

（兼
任
）

（春
日
井
）

愛
知
一山
岳
ヤ
ラ

ソ
ジ
●

ｏ
一■
も

恒
例
の
愛
知
山
岳

マ
ラ
ソ
ン
が

平
成
２７
年
３
月
７
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
寒
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
早
朝
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き
、

い
つ
雨
が
降
り
始
め
る
か
心
配
な

空
模
様
で
し
た
。
幸
い
に
南
岸
低

気
圧
の
進
行
が
遅
れ
、
午
前
中
は

雨
も
な
く
、
ほ
ど
よ
い
気
温
の
下

で
大
会
は
開
催
で
き
ま
し
た
。
今

回
は
６８
名

の
参
加
者
が
猿
投
山

６
２
９
メ
ー
ト
ル
山
項
を
目
指
し

て
、
日
ご
ろ
の
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
ト
レ
ー
ル

・
ラ
ン

ニ
ン
グ
と
し
て
自
然
歩
道
や
登
山

道
を
軽
快
に
駆
け
抜
け
る
元
気

一

杯
の
人
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
以
前
の
国
体
山
岳
競

技
の
縦
走
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

柴

田

幸

生

霜
し

さ

ん

が

運

覇

副
会
長
を
辞
し
て

中
平
等

新

一

こ
の
度
、
副
会
長
を
辞
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

岳
連
に
携
わ
る
こ
と
２３
年
、
事

務
局
長
８
年
、
議
長
８
年
、
副
会

長
の
職
を
４
年
勤
め
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
愛
知
県
が
主
管
し
た

中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会

２
回
、
平
成
６
年
１０
月
の
第
４９
回

わ
か
し
ゃ
ち
国
体
が
鳳
来
町
山
び

こ
の
丘
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
愛
知

が
男
女
総
合
優
勝
し
、　
一
週
間
泊

り
込
み
で
任
に
当

っ
た
こ
と
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１２
年
に
創
立
６０
周

年
記
念
式
典
、
記
念
史
づ
く
り
、

そ
し
て
愛
知
県
山
岳
連
盟
隊
で
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰

（北
面
）
の
海

外
遠
征
登
山
に
参
加
し
、

５５
日
間

の
貴
重
な
体
験
も
し
ま
し
た
。

昨
今
、
登
山
者
の
増
加
が
顕
著

で
あ
り
ま
す
が
、
組
織
に
加
盟
す

る
人
が
少
な
く
、
岳
連
加
盟
会
員

も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
安
全

登
山
を
目
指
す
に
は
、
技
術

・
知

識

。
体
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
組

織
に
入

っ
て
学
ぶ
こ
と
が
早
道
だ

と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
各
岳
連
で
個
人
会

員
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人

た
ち
の
対
処
に
つ
い
て
の
定
義
が

ま
だ
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

終
り
に
、
当
岳
連
の
活
性
化
に

は
、
役
員
、
理
事
の
人
た
ち
が
諸

事
業
に

一
体
と
な

っ
て
臨
ん
で
い

く
こ
と
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
技
術
指
導
、
遭
難
対

策
な
ど
重
点
に
講
習
会
や
講
演
会

を
開
く
な
ど
、
安
全
登
山
を
推
し

進
め
ら
れ
ん
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

や
本
格
的
な
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
人
た
ち
の
鍛
錬
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
今
で
も
、
こ
の
大
会

の
意
義
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て

の
活
用
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
考
え
て
い
く
べ
き
は
、
登

山
者
と
の
安
全
な
擦
れ
違
い
や
ご

み
の
持
ち
帰
り
な
ど
、
マ
ナ
ー
向

上
を
呼
び
掛
け
、
み
ん
な
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
同
じ
野
山
の

自
然
を
楽
し
も
う
と
い
う
活
動
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

４
種
別
の
内
、
少
年
女
子
と
成

年
女
子
は
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
と
に
か
く
時
間
内
に
完
走

で
き
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
入
賞
で
す
。

無
理
せ
ず
に
、
よ
―
い
ど
ん
１
９

時
５０
分
ス
タ
ー
ト
で
す
。
大
勢
の

声
援
の
中
、
淡
々
と
走
り
去

っ
て

い
き
ま
す
。

上
位
３
名
の
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
し
た
。
少
年
女
子
１
位
は

幸
田
高
校
陸
上
部
の
平
松
愛
佳
さ

ん
４‐
分
３
秒
、
向
陽
高
校
ワ
ン
ダ

ー
フ
ォ
ー
グ
ル
部
の
鶴
田
暁
子
さ

ん
５７
分
５３
秒
、
成
年
女
子
１
位
は

孝ぃド
ぽも

`ぎ

夢髪熟
′

輛痛
〒448刈谷市桜町卜13

TEL0566(23)8611

定休日/火曜日

営業時間 /10:00～ 20:00

嬰裂ず
ダ のプロショップじギすfIて19し

て
    撃写

髪なモン5=フ
住所 愛知県豊橋市萱町5番地 な0532-55-0125 htta〃 ― w montatta.b
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雪
山
技

術
講

習
会

愛
知
岳
連
雪
山
技
術
講
習
会
が

２
月
２８
日
（土
）
。
３
月
１
日
（日
）

の
２
日
間
、
岐
阜
県

。
大
日
ヶ
岳

に
於
て
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は

初
級
９
人
、
中
級
６
人
、
指
導
員

７
人
の
２２
人
だ

っ
た
。

初
日
は
、
高
鷲
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

で
指
導
員
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な

い
、
９
時
受
付
。
９
時
３０
分
か
ら

ビ
ー
コ
ン
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
ゲ

レ
ン
デ
外

へ
、
テ
ン
ト
設
営
後
講

習
を
始
め
た
。

好
天
の
下
、
歩
行
や
滑
落
停
止

訓
練
を
行
な
い
１５
時
講
習
終
了
。

雪
洞
泊
希
望
者
６
人
は
、
講
師
２

人
と
雪
洞
設
営
。

翌
日
、
風
雪
と
な
り
雪
の
観
察
、

コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
、
雪

崩
の
危
険
に
つ
い
て
、
各
班
に
分

か
れ
ビ
ー
コ
ン
捜
索
、
掘
り
出
し
、

救
出
ま
で
を
行
な

っ
た
。
た
だ
、

湿
雪
で
濡
れ
て
寒
く
、

１２
時
過
ぎ

に
講
習
を
終
了
す
る
。

テ
ン
ト
撤
収
後
、
閉
会
式
を
行

な
い
解
散
し
た
。

初
め
て
の
雪
洞

豊
田
山
岳
会

吉

田
　
晃

こ
こ
の
テ
ラ
ス
で
紫
に
薄
紅
色

が
混
じ
る
北
ア
ル
プ
ス
の
夕
空
を

大

日
ケ

岳
で

22
人

が
眺
め
コ
ー
ヒ
ー
を

一
杯
畷
る
。

日
が
沈
み
向
い
の
ス
キ
ー
場
の

グ
レ
ン
デ
、
山
麓
の
集
落
が
オ
レ

ン
ジ
色
の
灯
火
を
照
ら
し
て
い
る
。

寒
い
の
で
部
屋
に
戻
リ
ガ
ス
に

火
を
付
け
る
、
ほ
ん
の
り
暖
か
く

も
の
静
か
な
世
界
で
ぼ
ん
や
り
青

い
炎
が
揺
れ
て
い
る
。

今
日
は
沢
山
動
い
た
の
で
眠
い
、

ふ
わ
ふ
わ
の
羽
毛
に
包
ま
り
眠
り

に
つ
く
…

こ
こ
は
シ
ャ
レ
た
ロ
ッ
ジ
、
ホ

テ
ル
で
は
な
く
。
人
生
で
初
め
て

自
分
ひ
と
り
の
力
で
掘
っ
た
雪
洞
。

こ
こ
で
暮
ら
し
た
人
の
人
生
は
豊

か
だ
ろ
う
な
と
思
い
、
日
覚
め
た

朝
は
前
日
の
天
気
予
報
通
り
大
荒

れ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
し
か
し

中
は
静
か
で
暖
か
い
。
こ
こ
で
救

わ
れ
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
な
と
思

う
と
同
時
に
雪
洞
の
掘
り
方
を
知

ら
ず
落
と
し
て
い
っ
た
命
も
数
多

く
あ
る
だ
ろ
う
な
と
、
吹
雪
の
中

の
講
習
で
冷
た
く
な
っ
て
い
く
自

分
の
身
体
で
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で

今
回
の
体
験
が
で
き
た
の
も
講
師

の
方
々
が
つ
い
て
く
だ
さ

っ
て
い

た
か
ら
で
、
未
経
験
の
自
分
ひ
と

り
で
は
と
て
も
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
先
、

僕
自
身
も
経
験
を
重
ね
確
か
な
技

術
を
学
び
続
け
、
次
の
世
代

へ
渡

し
て
い
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き

た
い
で
す
。

ビ
ー
コ
ン
操
作
か
ら

救
出
ま
で
学
ぶ
／

豊
川
山
岳
会

牧

　

千

夏

講
習
の
初
日
は
晴
れ
て
い
て
、

絶
好
の
冬
山
日
和
で
あ

っ
た
。
私

は
Ａ
コ
ー
ス
で
、
ま
ず
滑
落
停
止

を
行

っ
た
。
雪
が
し
め

っ
て
い
て

量
も
多
い
た
め
、
実
際
に
滑
落
し

て
み
て
も
自
然
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
転
ぶ
練
習
、
ピ

ッ
ケ
ル
を

刺
す
練
習
と
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
実
践
的
に
体
の
動
か
し
方
を

学
ん
だ
。
そ
の
後
ピ
ー
ク
に
登
り
、

ビ
バ
ー
ク
す
る
た
め
の
雪
洞
掘
り

を
行

っ
た
。
こ
れ
も
実
際
に
掘
る

こ
と
で
、
広
さ
深
さ
の
必
要
と
そ

れ
を
掘
る
苦
労
、
そ
し
て
ふ
た
に

す
る
た
め
の
ツ
エ
ル
ト
の
張
り
方

な
ど
相
互
に
考
え
な
が
ら
雪
洞
を

作
る
必
要
を
学
ん
だ
。

二
日
目
は
風
雪
が
厳
し
か
っ
た
。

そ
の
な
か
で
ビ
ー
コ
ン
操
作
の
練

習
を
行

っ
た
。
ビ
ー
コ
ン
は
性
能

に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
が
異
な
り
、

埋
没
者
の
距
離
ま
で
は
か
れ
な
い

私
の
ビ
ー
コ
ン
で
は
発
見
ま
で
に

時
間
を
要
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の

後
救
助
の
訓
練
を
行

っ
た
。
カ
ラ

ビ
ナ
を
支
点
に
し
た
り
、
ロ
ー
プ

の
結
び
方
を
用
途
ご
と
に
工
夫
し

た
り
、
手
持
ち
の
も
の
を
救
助
道

具
に
す
る
の
は
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。

そ
の
後
天
気
が
さ
ら
に
崩
れ
た
た

め
、
解
散
と
な

っ
た
。
講
習
全
体

と
し
て
、
実
際
に
何
度
も
や
っ
て

み
て
体
で
覚
え
る
と
い
っ
た
方
法

で
学
び
、
楽
し
く
実
践
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
講
師
の
み
な
さ

ん
、
丁
寧
な
ご
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

＝
平
成
２７
年
度
＝

国
体
愛
知
県
予
選
会

平
成
２７
年
度
の
国
体
愛
知
県
予

選
会
が
、
４
月
２６
日
（日
）
プ
レ
イ

マ
ウ
ン
テ
ン
岡
崎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。各

部
の
成
績
は
次
の
と
お
り

◇
成
年
男
子
　
①
山
脇

一
馬

②
飯
島
裕

一　

③
三
好
康
太

◇
成
年
女
子
　
①
大
羽
望
未

②
三
浦
真
理
子
　
③
小
川
真
美

◇
少
年
男
子
　
①
伊
藤
千
尋

②
福
岡
太

一　

③
鳥
居
亮
介

◇
少
年
女
子
　
①
大
場
美
和

②
倉
菜
々
子

恥
講ばに利漱貯
引
］

５
月
３０
日
（土
）
同
会
が
恒
例
に

し
て
い
る
清
掃
登
山
を
、
三
河
地

区
の
五
井
山
か
ら
宮
路
山
に
か
け

て
行
い
４０
人
が
参
加
し
た
。

参
カロ
す
る

うなざ鉾二Fa い ば しよう

“
)

〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目 13番 22号
TELく 052〉 951-1166番

営業時間   午前 11:∞～午後 2130

午後 生00～午後 8:00

定 休 日   日曜 日・第二・第二月曜 日株式会社リノポイント   〒491‐ 0835 愛知県―宮市あずら1… 5‐ 7

丁EL:0586‐ 58‐5021 FAX:0586‐ 58‐5022  E‐ mail::to@renopintjp



(5)第 413号 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 平成 27年 6月 16日

平成27年度 春‐‐山1入 1山 1状 況 H27422現 在

)  (人 数 )

岳   4名
尚   5名
樹   6名
雄   5名
久  14名
賢   4名
日召   3名
志   2名
子   2名
治   4名
博   3名
洋   4名

一
良

芳
直

広

幸

　

謹

厚

祥

孝

康

孝

ダ一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

り
井
合
士
本
本
村
我
崎
藤
野
富
藤

白
河
好
山
山
吉
曽
宮
斎
真
内
斉

根
復
岳
沢
岳
稜
根
根
沢
沢
岳
岳

西
槍
中
穴
前
笠
岳
岳
岳
岳
上
沢

△
ム
　
部
会
会
会
ブ

』̈″̈軸』軸̈″

斬
川
　
倖
日
田
古
け

敷
会

屋
岳

″
猫

山

″

▲穂高方面

(No.)
1  豊
2

3  ア

4    尾罫
5    堡蓋
6    名
7    f
8

9

10  チ

11  岡
12

(登 山 期 間)

4/30～  5/
5/ 2- 5/

5/ 2^´  5/
4/29～ 5/
4/25～
5/3～ 5/
5/4～ 5/
5/4～ 5/
5/ 2^´  5/
5/ 5^´  5/
5/ 1^´  5/

― ム

崎

▲後立山方面

l MMC岡 崎 山岳 部
2 蒲 郡 山 の 会
3  千種アルパインクラブ

4/25- 4/29
5/2～ 5/4
4/25- 4/26
4/25- 4/26
5/ 4^´  5/ 6
4/29～ 5/1
4/29⌒  ́4/30
4/29- 4/30
5/1～ 5/4
5/3～ 5/5
5/ 1^´  5/ 3
5/ 1^´  5/ 3
5/ 1^´  5/ 2

栂池～白馬大地 BC～ 白馬岳 往復  西 村

蝶 ヶ 岳 ～ 常 念 岳 福 井
一ノ沢頭～第一岩峰基部～北峰～赤岩尾根  吉 川

北俣本谷～鎌尾根～鹿島槍ヶ岳～鎌尾根  曽 我

東尾根～鹿島槍ヶ岳北峰～北俣本谷下降  清 水
八方根～唐松岳～五竜岳～遠見尾根  小 田
八方根～唐松岳～五竜岳～遠見尾根  吉 田

猿 倉 ～ 鑓 温 泉 内 富

鎌 尾 根 ～鹿 島 槍 ヶ岳 ～赤 岩 尾 根  安 藤

燕   ～   大   天   丼  山 本

唐 松 岳 ～ 五 竜 岳 久 保
五 竜 岳 ～ 唐 松 岳 菰 田
八 方 尾 根 ～ 唐 松 岳 ～ 八 方 尾 根  佐 藤

勇  12名
秀 行  3名
拓 也  2名
言菫日召   2名
敏 春  4名
修 三  5名
明 和  10名
康 博  7名
武 典  4名
智 子  2名

田 敏 康  2名
宜 久  3名
晴 彦  2名

会

Ａ
Ｂ
会
部
会
　
　
部

ル伯
デ
デ
　［Ⅲ
〓
一一菫
ユ　
　
　
　
一一一

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

▲鍛岳方面

太   2名
賢   4名
子   2名
真   2名
郎   4名
之   6名
博   2名
史  3名

悠
　
敏
　
史
寛
康
篤

中
村
場
川
野
藤
富
澤

田
吉
馬
市
水
伊
内
米

線
岳
岳
根
沢
山
走
前

小
猫
室
池
室
雷
毛
期

〈ム
　
　
ブ
部
部
会

名
　
　
千
イ
ト
岡

6

6

6

6

1

2

5

5

5/ 3- 5/
5/3～ 5/
5/3～ 5/
5/ 3-´  5/
4/29- 5/
4/29～  5/
5/ 3^´  5/
5/ 3～  5/

浩   5名
男   5名
織   2名
政   4名
之   5名
三   8名
男   8名
明   3名
平  10名
己   3名
志   3名
夫   5名
孝   3名

益
早
義
利
清
喜
　
順
勝
厚
俊
正

外

澤
森
辺
島
竹
野
上
野
川
西
崎
田
藤

西
大
渡
中
大
浅
根
中
北
中
宮
浅
近

鳥
西
深
雨
塔
高
金

一
ツ
八
位
屋
越

◆
７

・
８
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

5/3～ 5/6
5/ 2-´  5/ 4
5/ 3- 5/ 5
4/29- 5/ 1
5/ 4-´  5/ 5
5/ 2^´  5/ 4
5/2～ 5/5
5/ 3- 5/ 7
4/20- 4/29
5/3～ 5/6
4/27～
5/1～ 5/5
5/2～ 5/5

海外 トレッキング/世界の山旅 専門旅行会社

ますは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒450-0002名 古屋市中村区名駅 3-23-6第 2千福ビル 8階

FAX:052-561-8338 [― mail:nagoyaOalpine― tour.oom

ホームベージ http://www.alpine― tour.com

会

Ａ
会
会
部
会

岳　岳岳崎嗽

山

Ｓ
山
山

ソク

こ

″

山　橋崎
″劉

加
犬
Ｇ
豊
岡
イ
や

他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

わ

１

２
３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

・３

▲

ブ
会
会
ブ
会
会

¨̈軸̈』』

灯
鷹
古
鬱
川
知

中
安
名
千
豊
愛

月  日 容内

7.5
7.7
7.18～ 19

7.22

7.23

8.4
8. 7～ 10

8.18

8.17～ 19

8.23

高体連・指導者講習会 (山 びこの丘 )

常任理事会 (OMCビル )

東海ブロック大会 (二重県)

第1回 Jrクライミング講習会 (ビッグロック)

第2回」rクライミング講習会(  ″  )
常任理事会 (OMCビル )

全国高校総体 (滋賀県)

理事会 (県スポーツ会館 )

高体連夏期大会 (県民の森 )

少年少女登山教室 (鈴鹿山系 )
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腟
摯
宙
ヨ
出
■
回

・
撃
ヨ
ロ

（婆
Ｉ
）
“
織
嘔
喘
輝
要

峰
ゝ

（要
撃
）
４
Ｋ
翠
畔
目
姜
口
爆
褻
―
キ
Ｋ
暉
ヨ
回
８
曇
マ
ミ
せ

（嵌
長
）
＝
停
剛
回
一
供
撃
ヨ
回

一
ミ
一

（撲
籠
）
ぐ
華
宙
Ｅ
準
夜
料

・
青
卑

一や
Ｒ
ゝ

（條
思
）
“
ぶ
海
颯
収
選
颯
燎
腱
回
８
雲
無

“
鍵
Ｏ
Ｌ
椰
綸
壼
日

ヽ
ｒ

，
お

（
三
語
Ｆ
）

ヽ
ミ
♪
ニ

ート
・
・す
い
回
Ｒ
糾

卜
と
お

（係
曇
）
０
奎
撃
巌
狡
観
層
呻
ヨ
国
劇

゛
ト

い
で
印
熟
ョ
Ｇ

ヽ
■
く
ンス

ユ
樹
椰
傷
薇
侵
一簾
口
Ｓ
ョ
〓
ゝ

（
量
肛
）
■
準
磨
―

黙
、
や
ユ
ー
ミ
ロ
゛

０
一よ
く
∞

ヽ
、
一
（
卜

・ミ
３
一
ト
ロ
”
ゝ
０
０
っ
回
∞
一
猥

一
Ｔ

，
ヽ
∞

（
■
●
）
ヨ
樹
〓
翻
緊
ヨ
申
卜
■
■
ヽ

Ｏ
Ｔ
〓
お

（
班

蝶

）

ぐ
雄

肛
離

寵

雌

κ

繊
ぶ

三

田

¨
一よ

く
０

（慶
二
磨
三
誼
償
日
）
口
饗
量
日
輌
諄
饉
！
ｄ
十
К
３
申
ヨ

”
Ｔ
〓
ト

ヨ^
慮
Ｅ
嵌
概
）
凶
コ
摯
嶽
゛
露
〓
や
膊
颯
ヨ
申
翻
篠
＃
極
晏
　
“
Ｔ
〓
ゝ

（ヨ
＝
）
脩
摯
磨
さ
さ
表
綱
暉
ヨ

）
，

Ｒ
ゝ
一

（こ
こ
際
　
営
使
）
條
Ｋ
仁
撃
ヨ
錮
姜
口
劇
回
３
檬

一Ｔ
Ｒ
９

（三
椰
薫
）
４
塁
準
奪
撃
騨
帥

ヽ
？

よ
≧
゛

（
嵌
蜃
）
中
絲
警
口
∝
駅
　
∞
ト
ロ

（嵌
長
）
“
騒
静
ヨ
朝
意
彙

囀
卜
一

（千
●
）
国
Ｐ
岳
旧
帯
静
経
椰
書
単
ヨ
申
劇
Ⅸ
＝
拒
〓

ｏ
Ｔ
鍵
ヽ
一

（掟
誌
）
輌
準
薔
颯
輝
口
栄

一Ｔ
８
ヽ

（
候
嵌
）
〓
輌
撫
轟
〓

マ
ミ
Ｎ

（嵌
嵌
）
“
ぶ
宙
Ｅ
轟
ヨ
鋼
董
掟
回
高
機
　
せ
Ｔ

，
ミ

（卜
奮
）
ヽ
、
Ｒ
ハ
Ｋ
キ
か
ヽ
ハ
い
ヽ
ミ
■
口
〓
曇

一ヽ

Ｒ
ヽ

（
熙
籠
）
一
さ
へ
さ
ｔ
襲
（胴
、
一
く

や
■

卜
ヽ
ヽ
¨

（凛
卜
）
撃
訃
鋼
持

Ｅ
Ｋ
Ｉ
可

筐
Ｒ

Ｒ
占
ミ
ｏ

（
薇
長
）
“
静
劉
口
一
爆

∝
お

ト

ーー
＝
ハ

瑕

最

拒

（積
準
口
尋
蟹
）

“
嘔
椰
綸
ヨ
申
回
一量

一ミ
寸

（雌
Ｃ
ば
螢
）
量
鍵
“
恒
螢

ヽ
や
ミ
お

（９
■
ま
絆

・
ｔ
口
＝
恒
鰈
臣
撃
）

量
織
腱
嵌

）Ｔ
ｏ
ミ
Φ

（爛
ｅ

ｌＪ
ｂ
ヨ
）
嶺
距
霧
椰
脅
響

い
ヽ

蕉
Ｋ
騒
Ｈ

一
一｛
ミ
∞

（ミ

ヽ
▲

ユ
武
櫨

・
颯
撻
）

量
裁
輝
に
回
翻
　
Ｏ
Ｔ
ミ
∞

（ヽ

１

４
十
）

‘
彗
日
ヽ
ハ
”
ヽ
い
ヽ
こ
回
一漱

∞ミ
（

（月
築
）
和
需
ヨ
潮
霧
さ

い
ａ
，ヽ

お
一

（景
“
）
＝
Ｋ
く
率

∞
｛
卜
一

ヽ
ハ

″
ヽ
い
０
期
ヽ
撻
回
Ｇ
織

せ
ヽ
Ｒ
ヽ

一

蕉
嘔
颯
電
ヨ
期
回
Ｎ
報

Φ
く
一

＝

　

¨
ヤ
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（奮
Ｅ
）
館
製
卜
攣
国

０
ミ
一

理
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ざ
ふ

０
†
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」

理
０
翠
慧

∞
守
Ｒ
ゝ

理
０
翠
澤

せ
一ム
く
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（倒
―――
）

０
ト
ロ
ヽ
膜
嵌

Φ
ｒめ
く
ト

ロ
“
ギ
濠

ゆも
ヽ

理
“
翠
蘊

∞
ん
お

口
“
翠
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一
゛
ふ
く
０

理
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翠
漂

０
ふ
ヽ

（一一一“昨
［一終
）

曇
回
回
Ｒ
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占
お
一
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債
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）
準
製
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撃
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ゝ
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鱗
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）

嶺
墜
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≦
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回
８
颯
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（■
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鰈
）
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嘔
螂
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肇
梃
回

い
さ

（３
椰
Ｌ
饉
）
輛
誅
騒
筆
口
回
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燎

∝＞
一

（子
Ｋ
蟹
）
輌
駆
喘
望
曖
ヽ
皿

０
ヽ

支
「
　

自
や

（讐
Ｋ
味
）

奎
“
壼
狡
議
事
ヨ
中

一ミ
一

φ
壼
撃
妻
■
瞑
ヨ
選
〓

りγ
ミ
ゝ
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ぐ
製
さ
輝
）
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彙
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駆
需
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輝
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一
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お
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Ｋ
鰈
）

輌
集
灘
Ю
ぺ
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燎
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卜
一

（Ｉ
κ
厳
）
〓
ぐ
釈
届
ョ
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に
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ハ
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